
一-~-
大
正
阿
年
六
月
二
十
一
回
第
三
橋
廊
便
物
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可
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毎
月
一
同
一
日
夜
行
』
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第
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十
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第

一

揖
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岡
大
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禽



昭
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一
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叢

第
三
十
入
巻
第
一
競

(
通
巻
第
二
百
二
十
三
筑
。
禁
持
載
)



;奉

J主
山

本

美

越

乃

先

生

執

筆

者

一

同



門担
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号え

内
蓄
の
虞
夏
蓄
に
見
は
れ
た
る
経
済
田
山
相
山

沼
の
一
専
賓
に
就
き
て

7
l
ル
ク
ス
の
認
識
論
照
埋
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央
銀
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先
換
準
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速
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植
民
地
時
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米
図
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保
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米
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そ
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法
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充
税
賄
以
下
の
小
額
所
得
者

粧
州
官
邸
十
の
基
礎
概
念
た
る
資
本
、
企
業
及
経
時

計
一
回
作
科
壊
に
就
て

漁
村
更
生
策
に
於
け
る
問
問

人
口
組
密
の
原
則
劉

徳
川
時
代
に
K
M

け
る
植
民
的
思
想

へ
l
ゲ
ル
市
民
枇
曾
論
と
経
済
問
阜

恐
慌
と
蓄
積
と
杭
氏

北
海
道
腕
漁
業
に
現
存
の
漁
揚
賃
貸
借
闘
係

我
聞
に
於
け
る
植
民
政
策
壊
の
夜
連

ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
に
就
い
て

山
本
美
越
乃
博
士
年
諮
及
著
書
論
文
日
銭

経
務
凪
十
博
士

阿
川
端
川
県
博
士

Mmm早
博
士

町
間
際
問
中
土

H

給
与
博
士

経
済
事
博
士

経
府
間
町
内
イ
博
士

料
消
早
博
士

総

務

早

士

経
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問
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十
士

農
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師
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排
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聞
か
士
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免
税
詰
以
下
の
小
瀬
所
得
者

一一四四

免

税

黙

以

下

の

小

額

所

得

者
汐

見

郎

第

一
断
得
税
の
免
税
馳
の
艶
動

各
凶
め
所
特
税
訟
は
制
人
附
制
作
の
一
定
金
制
に
弛
税
貼
佐
設
け
、

最
低
生
活
農
に
謀
枕
し
な
い
事
と
し
て
ゐ

る
。
試
み
に
昭
和
七
年
十
二
月
調
の
数
字
と
し
て
接
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
を
見
る
に
、

園
、
濁
逸
、
偽
蘭
画
、
伊
太
利

の
所
得
税
の
課
税
最
低
限
と
し

て
突
の
数
字
が
一
不
さ
れ
て
ゐ

る
。
但
し
邦
貨
換
算
牽
は
一
時

を
十
園
、

麻

一
弗
を
二
回
、

-ee玉
十
鏡
、

一法'伊

λ
銭、

利
を
十
銭
L
」
一
耳
ふ
割
合
に
定
め

七
の
で
あ
る
。

4
F
2
5合
意
事
井
手
一

日
本
、
英
国
、
北
米
合
衆

日木l第三種所得税 1，200回

1.，000図

英国普泡所得税 夫婦同居者 1，500国

附加所得税 20，000閤

普通所得枕家長(家族同居) 5，000困
夫婦同居者 5，000固

IlIlt加所得稔 12:，000園

課合税に最低免限税は 650闘であるが吹田割

濁 より 貼主引上げる

(1 )妻に 1'.1" 50固

(2)第一見に付 50園

(3)第二見に付 90園

(4)第三児に付 180園

逸 (5)第四児に付 270固

(6)第五史以上 360固
のーに付

800困

農業所得税 200回

関 給料所得税{: 800固

800国

伊 動産所得枕イ{~
車重 200困

太
ヰ重 200園

ヰ重 200固
軍q

補完所得枕 600闘

;
t
y
e
t
 



我
圃
に
於
て
は
、
所
得
税
の
他
に
、
個
人
の
川
営
業
牧
盆
稜
(
免
許
却
は
純
牧
盆
四
百
闘
)
と
自
作
農
の
地
租
(
免
税
勤
は
土

地
賃
貸
債
格
三
白
岡
)
と
に
つ
き
課
税
最
低
限
を
定
め
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
的
事
買
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
苑
税

貼
は
原
則
と
し
て
人
税
た
る
所
得
税
の
問
題
で
あ
っ
て
、
物
積
た
る
肱
盆
耽
に
は
例
外
的
に
存
在
す
る
に
過
ぎ
な

。
我
闘
の
所
得
税
の
見
枕
知
は
、
明
治
二
十
年
に
三
百
闘
と
定
め
ら
れ
、
大
正
二
年
に
四
百
固
と
な
り
、
大
正
七

年
に
五
百
闘
に
、
大
正
九
年
に
八
百
固
に
、
大
正
十
五
年
に
千
二
百
聞
に
引
上
げ
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。

保
し
こ
れ
は
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
見
枇
拙
が
勝
式
的
に
麗
勤
し
た
る
場
合
を
来
げ
た
る
に
止
ま
り
、
賢
質
的

に
は
所
全
異
に
し
時
を
経
る
に
従
ひ
弛
枕
知
一
か
常
に
掛
勅
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
一
定
の
所
得
金
額
と
雌
色

各
地
方
の
一
生
活
程
度
の
高
低
に
伶
ひ
其
の
購
買
力
合
異
に
し
、
更
に
物
債
の
騰
落
に
よ
り
業
の
購
買
力
を
捷
じ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
千
二
百
閣
の
免
税
描
も
生
活
程
度
の
高
き
大
都
合
に
於
て
は
比
較
的
に
低
〈
、
買
物
経
梼

が
析
は
れ
生
活
程
度
の
低
き
寒
村
に
於
て
は
比
較
的
に
高
く
考
へ
ら
れ
る
。
又
兎
税
勤
を
千
二
百
闘
に
定
め
て
も

物
慣
が
二
倍
に
騰
貴
せ
ば
免
穂
黙
を
六
百
闘
に
下
げ
た
に
等
し
く
、
物
債
が
宇
分
に
下
落
せ
ば
免
税
貼
を
二
千
四

百
固
に
上
げ
た
の
左
同
じ
事
E

と
な
る
。
か
く
し
て
所
得
税
の
免
税
勤
な
る
色

ω
は
、
形
式
的
に
は
法
律
の
改
正
に

よ
り
盤
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
貰
質
的
に
考
へ
る
と
場
所
に
よ
り
異
り
時
に
よ
り
襲
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
-
る
。

第
二

中
山
都
曾
に
於
け
る
ホ
額
所
得
者

免
税
貼
以
下
回
小
額
所
得
者

凶
互正



高
知
枕
動
以
下
の
小
額
所
得
者

四
ブt

我
が
現
行
所
得
税
法
は
見
税
賠
を
千
二
百
固
に
定
め
て
ゐ
る
が
、
兎
税
賠
の
計
算
に
先
立
っ
て
勤
勢
所
得
軽
課

扶
養
家
族
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
の
制
度
の
行
は
れ
て
ゐ
る
事
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
結
果
と
し
て
月

枇
百
五
十
回
の
俸
給
生
活
者
で
も
十
八
歳
未
満
の
子
供
二
人
あ
り
生
命
保
険
料
を
年
額
五
十
回
を
支
掛
っ
て
ゐ
る

と
、
其
人
の
所
得
が
最
低
生
活
費
以
下
な
ち
と
し
て
所
得
税
を
免
除
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

度
に
第
三
積
所
得
税
彰
状
め
て
ゐ
る
戸
数
は
全
固
に
於
て
線
戸
数
の
四
・
五
バ

1
セ
ン
ト
と
な
り
、

h
y

〈
し
て
昭
和
六
年

道
府
牒
別
仁

見
れ
ば
択
の
鞍
部
44T
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
お
。

道府牒名11|てを(期戸許建)tii1f第戸再就数三潮種所風戸割第納税数三合・種た(戸F所数4占〕得がむ金税る

東神埼奈京玉川
1，227，864 9.3 
829，981 ]9，0!l 5.8 
265，128 7，48 2.R 

千山 葉~l 280，427 7，89 2.8 
121，009 3，07 2.5 

栃茨 木城
204，772 。，3B :)，1 
279，064 日，28 2.3 

群 .!f;; 213，057 6，67 日1
784，.547 59，59 7.5 
327，669 24，815 7.6 
569，177 40，961 7.2 
118，358 4，123 3.5 
174，018 4，677 2.7 
144，453 48471 3.0 
127，926 3，746 2.f} 
151，948 5，063 a.3 
151，774 5，400 :3.6 
149，453 :-1，340 2.2 
134，207 2，427 1.8 
152，648 3，425 2.2 
499，901 22，9291 4.6 
186，818 5，937 3.2 
161，496 3，509 2.2 

市面 .島 260，861 5，，1)日日町8' 2.1 

秋青 森問
164，908 3.76.¥ 2.3 
148，022 3，]73i 2.1 

静愛Ilr 形知岡
175，241 4，624i 2.6 
o44，1l8 24，!l60 4.6 
321，90!l i 1:611! 3.6 
226，725 6，828 3.0 
229，841 自，273 2.7 

328741， ，， ， 195 
8，100 2.5 

338.021 2.7 
357.:188 4.4 
244.654 4.0 
269，594 3.7 
。0，688 日2
154，824 2.8 
225，488 3.3 
248，11] 4.3 
482，880 :;.6 
184，089 3.7 
225，673 40 
125，612 2.7 
3~日， 760 2.2 
137，940 2.8 
122，268 0.7 

言十 12，665，呂50 4.5 

一

ム
ハ
大
都
市
の
所
在
地
七
る
六
府
牒
と
北
海
道
と
一
繭
岡
蝶
と
の
八
地
方
だ
け
は
全
国
の
平
均
割
合
を
超
え
て
ゐ
る



炉
、
他
の
三
十
九
牒
は
一
牛
均
割
合
に
達
し
て
ゐ
な
い
。
か
く
し
て
金
剛
戸
数
の
九
割
五
分
五
涯
は
、
小
額
所
得
者

と
し
て

l
l
m厳
密
に
一
五
へ
ば
他
の
原
因
も
加
は
っ
て
ゐ
る
が
|
所
得
税
統
計
か
ら
洩
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
小
額
所
得
者
の
研
究
を
す
る
に
は
、
勢
ひ
所
得
税
純
計
以
外
の
資
料
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
戸
敷
割

統
計
が
此
の
棋
陥
を
補
ふ
有
力
な
る
資
料
で
あ
る
。

戸
数
割
は
歴
史
的
に
之
を
見
れ
ば
幾
鐘
濯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
戸
数
割
は

l
l少
く
と
も
健
文
の

上
だ
け
で
も
|
|
現
行
の
岡
税
所
得
税
以
上
に
所
得
税
た
る
特
質
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
。
印
九
大
正
十
五
年

の
「
地
方
税
一
一
一
闘
ス
戸
法
律
」
第
二
十
二
僚
に
よ
ち
「
市
町
村
A

本
語
一
一
依
ワ
戸
数
割
ヲ
賦
課
ス
戸
コ
ト
ヲ
特
」
L
」定

め
、
瓦
に
第
二
十
三
慨
が
「
戸
数
割
A

一
戸
ヲ
/
構
プ
Y

者
一
之
ヲ
賦
課
ス
、
戸
数
割
A

一
戸
ヲ
構
且
ナ
山
川
一
、
澗

立
ノ
生
計
叶
ノ
斡
ム
郡
山
…
み
ん
す
賦
謀
ス

Y
1
ト
ザ
特
」
と
し
て
ゐ
る
の
刑
し
て
戸
数
割
の
課
税
牒
準
は
刺
税
北
離
の

資
力
で
あ
っ
て
、
其
の
所
得
額
(
八
割
以
よ
)
と
資
産
の
賦
況
(
二
割
以
下
)
と
に
よ
り
算
定
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
戸
数

割
の
統
計
を
精
確
に
研
究
す
れ
ば
、
見
積
結
以
下
の
小
額
所
得
者
の
状
況
を
も
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
然
し
戸
数
割
は
国
税
所
得
税
左
異
hJ
周
知
準
階
段
を
設
け
て
ゐ
な
い
か
ら
、
戸
数
割
に
開
し
内
務
省
が
地
方
財

政
概
要
に
愛
表
し
た
数
字
で
は
小
額
所
得
者
の
事
情
が
一
向
明
か
と
な
っ
て
来
な
い
。
其
結
果
、
我
等
は
特
に
問

題
を
熊
本
市
の
戸
数
割
に
限
定
し
、
熊
本
市
の
み
に
つ
き
小
額
所
得
者
の
事
情
を
研
究
し
た
の
で
あ
っ
た
。

A
1
般、

嘗
局
の
大
な
る
好
意
に
基
き
、
戸
数
割
を
賦
課
せ
る
七
十
一
市
に
つ
き
所
得
金
額
別
人
員
調
を
行
ふ
事
が
出
来

た
。
所
得
金
額
の
大
小
に
よ
り
「
四
百
回
以
上
五
百
固
未
満
」
「
五
百
回
以
上
六
百
固
未
満
」
「
六
百
回
以
上
七
百
回

高
見
枕
動
以
下
の
小
額
所
得
者

一
一
四
七

岡氏所得力分配、第五章戸鍛割による国民所得の分間的視IJ定。



道

府

総

戸

数
市

県臣

免

税

動

以

下

の

小

額

所

得

者

二

四

人

未
満
L

「
七
百
固
以
上
八
百
回
未
満
」
「
八
百
回
以
上
九
百
固
禾
満
」
「
九
百
回
以
上
千
固
未
満
」
「
千
固
以
上
千
百

聞
未
満
」
「
千
百
園
以
上
千
二
百
回
未
満
」
の
八
階
段
を
分
ち
、
各
所
得
階
段
に
廃
す
る
人
員
教
を
昭
和
五
年
度
日

っ
き
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
此
等
の
所
特
階
段
別
人
員
調
の
外
に
「
総
戸
数
」
と
「
四
百
回
以
上
千
二
百
回
未
満
の

所
得
を
有
す
る
人
が
総
戸
敢
に
占
む
る
割
合
」
と
を
算
定
し
て
、
究
の
表
を
得
る
事
が
出
来
た
。



免
枕
動
以
下
の
小
額
所
得
者

道 総 千百

百園以満未圃
府

市
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上
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免
税
斡
以
下
の
小
額
所
得
者

二
五

O

本
表
に
よ
っ
て
、
同
じ
〈
市
と
一
五
つ
で
も
、
市
民
の
所
得
の
構
成
に
は
種
々
の
組
み
合
は
せ
の
め
る
事
佐
知
る

の
で
あ
る
。
慌
り
に
子
百
回
以
上
千
一
一
百
固
未
満
の
所
得
階
段
を
と
っ
て
考
へ
て
見
る
の
に
、
八
戸
市
の
零
を
最

低
と
し
、
首
里
市
の
四
人
、
高
田
市
の
二
十
一
入
、
桐
生
市
の
二
十
七
人
、
今
治
市
の
三
十
六
人
、
岸
和
田
市
の

四
十
一
入
、
山
口
市
の
四
十
二
人
、
鶴
岡
市
の
四
十
四
人
、
那
覇
市
の
四
十
五
人
、
川
越
市
の
凶
十
七
人
:
-
-
と

漸
衣
増
加
し
、
門
司
市
(
三
百
三
人
)
、
宇
和
島
市
(
三
百
九
人
)
、
新
潟
市
(
三
百
二
十
六
人
)
、
函
館
市
(
三
百
五

t
人
可
静
岡
州
市
(
三
百
五
十
六
人
づ
佐
世
保
市
(
三
百
六
十
七
人
て
熊
本
市
(
四
百
十
四
人

τ
小
峰
市
(
四
百
二

十
九
人
)
、
札
幌
市
(
四
百
五
十
一
人
三
一
耐
岡
市
(
五
百
二
十
二
人
)
を
へ
て
央
市
(
六
百
三
十
五
人
)
の
最
高
に
謹

し
て
ゐ
る
。
同
じ
く
市
制
を
し
い
て
ゐ
る
市
で
あ
る
の
に
拘
ら
子
市
民
の
所
得
に
か
〉
る
差
異
の
存
す
る
事
は
注

目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
は
所
得
分
配
の
令
字
塔
と
云
へ
ば
、
十
胤
ち
に
所
得
税
統
計
に
よ
る
高
額
所
得
者
間

の
分
配
の
み
を
問
題
と
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
が
、
戸
数
割
統
計
に
基
き
小
額
所
持
者
の
階
段
に
掘
ち
下
げ
て
研
究

し
て
見
る
と
所
得
分
配
の
金
字
塔
も
趣
の
襲
っ
た
も
の
が
現
出
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
戸
数
割
を
賦
課
す
る
市
に
於
け
る
戸
数
割
統
計
は
小
額
所
得
者
の
事
情
を
研
究
す
る
に
必
要
な
る

資
料
で
あ
る
が
、
夫
の
三
つ
の
快
陥
を
有
す
る
事
を
見
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
は
、
戸
数
割
は
立
法
者
の
議
期
通
り
に
好
都
合
に
は
賓
施
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
事
で
あ
る
。
蓋
し
所
得
を
計

算
す
る
技
術
の
方
面
に
於
て
は
市
町
村
嘗
局
は
税
務
署
に
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
市
町
村
税
な
る
戸
数

割
の
所
得
の
調
査
は
国
税
た
る
所
得
税
の
所
得
の
調
査
ほ
ど
に
は
行
届
い
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。



第
二
は
、
町
村
の
戸
数
割
に
闘
す
る
統
計
が
本
調
査
に
合
ま
れ
て
ゐ
な
い
事
で
あ
る
。
昭
和
六
年
度
に
於
て
は

七
十
三
市
と
一
高
千
五
百
三
十
一
町
村
と
に
戸
敷
割
が
行
は
れ
、
其
の
市
の
敷
は
金
闘
の
六
割
七
分
、
其
の
町
村

の
数
は
全
国
の
九
割
八
分
に
及
び
寧
ろ
戸
数
割
は
町
村
に
重
心
を
置
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
戸
数
割
の
重

要
な
る
べ
き
町
村
に
於
て
は
斯
の
如
き
精
密
な
る
調
査
が
未
だ
行
は
れ
や
、
従
っ
て
町
村
の
小
額
所
得
者
の
事
情

は
本
調
査
よ
り
全
〈
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
二
古
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
神
戸
、
横
慣
の
六
大
都
市
営
始
め
、
室
蘭
、
仙
豪
、
前
橋
、
高
崎
、

千
葉
、
八
王
寺
、
横
須
賀
、
川
崎
、
富
山
、
高
岡
、
一
細
井
、
損
松
、
豊
橋
、
岡
崎
、
ニ
品
、
瀬
戸
、
堺
、
姫
路
、

尼
崎
、
明
石
、
西
宮
、
和
歌
山
、
岡
山
、
倉
敷
、
鹿
島
、
偲
島
、
若
松
、
人
幡
、
長
崎
、
鹿
向
川
島
佐
加
へ
だ
る
三

十
六
都
・
一
仰
は
b
L
P
数
割
ey
抗
月
し
て
め
な
h
l

川
町
で
め
る
の
従
っ
て
戸
数
割
統
計
に
よ
っ
七
は
大
都
合
に
於
げ
る
小
摘

所
得
者
の
事
情
を
明
か
に
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
、
第
二
の
棋
陥
は
暫
〈
置
く
と
す
る
も
、
第
三
の
快
陥
は
之
診
除
去
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し

小
額
所
得
者
の
問
題
は
大
都
曾
に
於
て
一
一
層
切
買
に
葉
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
ゐ
岬
心
か
ら
で
あ
る
。
故
に
大
都
舎
に

於
け
る
小
額
所
得
者
を
研
究
す
る
矯
め
に
は
戸
数
割
統
計
以
外
の
他
の
資
料
に
よ
る
必
要
が
あ
る
。

第
三

大
都
曾
に
於
け
る
・
刷
額
所
得
者

戸
敷
割
統
計
は
寧
ろ
中
小
郡
曾
又
は
田
舎
に
於
け
る
小
額
所
得
者
を
研
究
す
る
に
好
適
の
材
料
を
提
出
す
る
も

早
見
積
結
以
下
の
小
額
所
得
者

:E 



免
税
動
以
下
の
小
額
所
得
者

二
五
二

の
で
あ
る
。
大
都
舎
に
於
け
る
小
額
所
得
者
を
研
究
す
る
矯
め
に
は
、
園
税
管
業
政
益
税
統
計
と
か
道
府
賑
枕
替

業
税
統
計
と
か
の
租
税
統
計
に
よ
る
か
又
は
租
税
統
計
以
外
の
統
計
資
料
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

個
人
管
業
牧
盆
粧
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
物
口
問
販
責
業
・
銀
行
業
・
無
蓋
業
・
金
銭
貸
付
業
・
物
日
間
貸
付
業
・
製
造
業
・

蓮
起
業
・
倉
庫
業
・
請
負
業
・
印
刷
業
・
出
版
業
・
寓
異
業
・
席
貸
業
・
放
人
宿
業
・
料
理
屈
業
・
周
旋
業
・
代
理
業
・
仲
立

業
@
問
屋
業
?
轡
h

げ
も
の
に
つ
い
て
は
、
純
盆
四
百
固
ま
で
の
小
額
所
持
者
ま
で
掘
り
下
げ
て
調
ぺ
る
事
が
出
来

る
。
偉
業
税
統
計
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
十
九
種
の
管
業
に
つ
い
て
は
更
に
掘
り
下
げ
て
純
盆
四
百
回
未
満
の
小
額

所
得
者
を
明
か
に
し
得
べ
〈
、
又
蓮
河
業
・
桟
橋
業
・
舶
舶
碇
繋
場
業
・
貨
物
陸
揚
場
業
・
雨
替
業
・
湯
屋
業
・
理
髪
業
・

寄
席
業
・
遊
技
場
業
・
遊
覧
所
業
・
義
妓
置
屋
業
に
つ
い
て
は
高
所
得
と
小
所
得
と
の
何
れ
そ
聞
は
宇
凡
て
の
金
額

の
管
業
純
益
が
判
明
す
る
静
で
あ
る
。
大
都
舎
の
市
民
は
主
と
し
て
商
工
業
を
管
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
此
の
意
味
に

於
て
は
個
人
替
業
牧
盆
税
の
統
計
と
替
業
粧
の
統
計
と
は
大
都
舎
に
於
け
る
小
額
所
得
者
を
示
す
の
に
過
賞
し
て

ゐ
る
。
試
み
に
管
業
純
盆
階
段
別
に
個
人
管
業
牧
盆
粧
の
納
税
者
を
分
類
す
る
と
.
昭
和
六
年
度
に
は
衣
の
結
果

を
得
る
事
が
出
来
ム
。

般
に
所
得
税
の
見
税
貼
千
二
百
固
を
墳
と
し
て
千
二
百
国
超
過
の
部
分
と
千
二
百
回
以
下
の
部
分
と
に
二
分
す

る
と
|
|
厳
密
に
一
五
へ
ば
所
得
税
は
所
得
千
二
百
固
な
ら
ば
課
税
せ
ら
れ
千
二
百
圃
未
満
の
時
に
始
め
て
免
税
せ

ら
れ
る
、
又
扶
養
家
族
控
除
・
生
命
保
険
料
控
除
の
規
定
が
め
る
17
ら
所
得
税
の
兎
柱
知
は
も
う
少
し
高
〈
な
る
筈

で
あ
る
l

l
高
額
管
業
所
得
者
数
(
十
四
高
四
千
二
百
九
十
人
)
と
少
額
管
業
所
得
者
数
(
五
十
三
甚
八
千
四
百
十

主税局第五十八回統計年明日香292-3口】頁
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合 計

六
人
)
止
は
一
封
四
の
割
合
会
示
す
事
'
と
な
る
の
で
ゐ
る
。
千
二
百
闘
か
ら
八
百
回

rけ
掘
ち
下
げ

τ此
の
結
果

ヤ
件
た
の
で
め
m

心
か
ら
"
管
業
税
の
統
計
に
基
き
更
に
四
百
闘
未
満
に
掘
り
下
げ
て
行
〈
と
小
額
所
持
者
の
事
情

を
一
層
明
か
に
す
る
事
炉
出
来
る
の
で
あ
る
。
只
、
昭
和
六
年
度
の
現
般
を
見
る
に
、
道
府
牒
管
業
枕
に
し
て
純

盆
課
税
主
義
を
原
則
と
せ
る
も
の
は
十
六
(
北
海
道
・
群
馬
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
新
潟
・
長
野
・
岐
阜
・
静
岡
・
滋
賀
・
京

都
a
奈
良
・
蹟
島
・
変
嬢
・
緬
岡
・
佐
賀
・
鹿
児
島
)
に
限
ら
れ
、
主
他
の
三
十
一
は
各
種
の
外
形
標
準
主
義
(
物
品
販

寅
業
に
つ
い
て
見
る
に
、
買
上
金
の
み
に
よ
る
も
の
と
し
て
岩
手
・
茨
城
・
栃
木
・
山
梨
・
愛
知
・
三
重
・
和
歌
山
・
岡

山
d

山
口
・
徳
島
・
高
知
・
長
崎
・
大
分
・
宮
崎
め
り
、
牧
入
金
の
み
に
よ
る
色
の
に
宮
城
・
石
川
・
大
阪
・
香
川
・
熊
本
あ

り
、
業
他
の
府
牒
邸
ち
青
森
・
秋
田
・
山
形
・
幅
島
・
千
葉
・
東
京
・
富
山
・
桶
井
・
兵
庫
・
鳥
取
・
島
根
・
沖
縄
で
は
牧
入

金
・
従
業
者
・
貰
上
金
・
建
物
賃
貸
債
格
等
を
組
み
合
は
し
て
ゐ
る
)
を
採
用
し
て
ゐ
る
か
ら
、
全
園
的
に
四
百
固
末

福
見
枕
貼
以
下
の
小
額
所
得
者

二
五
三



菟
枕
賄
以
下
の
小
額
所
得
者

五
回

痛
の
小
額
所
得
者
を
調
査
す
る
事
は
困
難
で
め
る
。

か
く
の
如
〈
国
税
替
業
耽
盆
税
統
計
と
道
府
牒
税
替
業
税
統
計
に
悲
き
大
都
合
に
暴
け
る
小
額
所
得
者
の
事
情

を
一
臆
考
察
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
種
の
統
計
で
は
商
工
業
者
の
商
工
業
所
得
に
つ
い
て
研
究
す

る
事
が
出
来
る
が
、
「
商
工
業
者
以
外
の
人
の
受
く
る
所
得
」
又
は
「
商
工
業
者
が
商
工
業
以
外
よ
り
受
〈
る
所
得
」

に
つ
い
て
は
之
な
明
か
に
し
特
な
い
の
で
あ
る
。
悲
に
租
税
統
計
以
外
の
資
料
を
引
用
す
る
必
要
が
め
る
D

第
一
は
東
京
市
・
統
計
課
の
試
み
た
る
所
謂
「
免
税
勤
下
者
所
得
」
で
あ
る
。
東
京
市
に
於
け
る
所
得
税
の
免
税
賠

以
下
の
小
額
所
持
者
を
昭
和
五
年
の
現
肢
に
つ
い
て
調
査
す
る
震
め
に
、
東
京
市
統
計
課
は
二
つ
の
方
法
を
採
用

し
た
の
で
あ
る
。
一
つ
は
集
園
調
査
で
あ
っ
て
官
公
街
・
工
場
・
合
枇
・
銀
行
・
大
商
唐
i

交
通
業
等
の
集
聞
を
通
じ

て
小
額
所
得
者

ω所
得
金
額
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
個
人
調
査
で
め
っ
て
、
農
業
・
水
産
業
・
鏑
業
・
自

由
業
・
家
事
使
用
人
・
其
の
他
の
有
業
者
・
牧
入
あ
る
無
業
者
等
に
閲
し
て
は
集
囲
を
通
や
る
事
な
〈
小
額
所
得
者

に
直
接
に
接
鯛
し
て
葉
の
所
得
を
調
査
し
仁
の
で
あ
る
。
集
園
調
査
よ
ち
得
た
る
も
の
五
分
の
回
、
個
人
調
査
よ

h
得
に
る
も
の
五
分
の
つ
雨
者
を
併
せ
て
千
八
百
二
人
の
小
額
所
得
者
に
つ
い
て
研
究
す
る
事
が
出
来
た
。
此

の
千
八
百
二
人
の
所
得
者
を
職
業
別
に
分
類
し
て
先
づ
「
一
人
卒
均
所
得
額
」
を
各
職
業
に
つ
き
求
め
た
の
で
あ

る
。
失
に
「
昭
和
五
年
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
各
職
業
別
の
有
業
者
」
よ
り
「
税
務
暑
の
調
査
の
結
果
に
よ
る
各

職
業
別
の
所
得
税
納
税
者
」
を
控
除
し
た
る
も
の
を
「
見
積
結
以
下
の
所
得
者
数
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

こ
の
「
一
人
平
均
所
得
額
」
に
「
見
税
動
以
下
の
所
得
者
数
」
を
乗
じ
て
「
所
得
金
額
」
を
得
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
各

東京市役所、東京市民の所得調査



職
業
に
つ
き
「
一
人
平
均
所
得
額
」
と
「
見
積
結
以
下
の
所
得
者
数
」
と
「
所
得
金
額
」
と
を
表
示
し
に
の
で
あ
る
。

人 I 2司
「司一一

業者 I 
568

1 

553[ 

克明勘得以
1・白所 所得金額
者数 「千円ト

4，617 2，954 61 
46，975 37，27 
10，484 7，284 
4，630 2，805 
18，341 8，660 
52，614 27，518 
41，406 28，308 
3，4951 1， 

30，1681 19， 
231 14， 

17，6471 8， 
42，4741 28， 
6，0441 5， 
14，8581 !I， 

白山首 7561120 
・0J， ， 
3~ ， 

156， 

>1 .')， 
)1 45， 

17，9ml 13， 
460 
879 

4，8351 4， 
3，9921 2， 
17，5i71 9， 
20，3751 15， 
12，8001 8， 
3，0061 2 
81，9931 58， 

，369[ 4町 78.

職

原始生

用窯金精業属具巧製工工、

ヱ 化事製

紡織工

被服身

成工業

皮章草、4
木汁

製者E置に

飲食料

業 土木建

京新電

其白f由

計

業
記者、
其f也の
言十

家 事使

其他の有

収入にイたる無

令 言1

一一「士天平l

1額 f同，1

[ 714[ 

523 

6841 
543 

652 

，8'rl 

土石加工に従事すーる者
業、機械器具製治、造船運搬
遣に従事ナる者

に従事する者

品の製造に従事する由

業に従事する者

奨品製造に従事寸る者

叩刷に従事ナ品 J月

、羽毛品類製造に従事する者一
蔓類に関する製冶に従事ナる

業

業産

646 

474 

6651 

921
1 

6271 

6391 

|子市商業的職業 519 
1 r則 金融、保険に従事する者 764 

|業 苦繰に従事 す る 者 l 211 
|一交丁、扇町主事ヲヲ若一一 「寸珂
|遁 遁信に従事ナる者 7231 
|ミ業 言t 7~ 

一一一一一一一一ーー一一一 一一一一一一一一--一一ーー寸 一一一十一一一一ー←ー→
公吏、震傭員 778 
現役軍人 95-5 
従事する者 960 
従事ナる者 1 1ρ11 
教家 692 
従事ナる者 56目
的職業 745 
者蓮宗、警術家、主主務家 628 
向由業 78S 

714 

従事する者

品、 I者好品製造に従事する者

築に従事する者

気水道等に従事ずる昔

白工業的職業

用

業者

小
額
所
得
者
と
一
五
つ
で
も
職
業
に
よ
り
相
営
の
差
異
を
見
受
け
る
の
で
あ
る
。

免
税
勲
以
下
の
小
額
所
得
者

一
人
卒
均
所
得
額
を
見
る
に
、

二
五
五



免
枕
動
以
下
回
小
額
所
得
者

二
五
六

家
事
使
用
人
(
二
百
八
十
六
一
回
)
・
接
客
業
に
従
事
す
る
者
(
三
百
四
十
九
闘
)
が
最
低
に
麗
し
、
散
育
に
従
事
す
る

者
(
千
十
一
国
)
・
法
務
に
従
事
す
る
者
(
九
百
六
十
届
)
が
最
高
の
部
分
で
あ
る
。
此
の
調
査
の
結
果
と
し
て
免
税

動
以
下
の
小
額
所
持
者
の
所
得
締
額
が
四
億
九
千
二
百
五
十
七
高
固
と
な
り
、
個
人
所
得
金
睦
(
八
億
千
九
百
二

十
一
高
固
)
の
六
割
に
上
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
困
民
所
得
を
研
究
す
る
に
官
つ
で
も
小
額
所
持
が
如
何
に
重
要

な
る
地
位
公
占
め
て
ゐ
る
か
は
‘
明
か
で
あ
ら
う
。

第
二
に
京
都
府
の
接
表
し
に
少
額
生
活
者
に
闘
す
る
調
査
を
泉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
調
査
は
京
都
府
祉
曾
課

の
事
業
に
か
う
り
、
京
都
市
部
に
於
け
る
祉
曾
縮
圃
を
作
製
し
以
て
枇
曾
事
業
の
基
礎
的
資
料
診
得
ん
'
と
の
目
的

に
出
で
て
ゐ
る
。
昭
和
七
年
大
月
十
日
現
在
に
よ
り
京
都
市
内
在
住
の
少
額
生
活
者
に
つ
き
全
般
的
に
世
舎
調
査

を
行
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
買
に
九
百
六
十
九
名
の
方
面
委
員
の
援
助
を
得
た
の
で
あ
る
、
下
京
匝
二
千
五
百
二

十
一
世
帯
、
上
京
直
二
千
百
三
十
六
世
帯
、
伏
見
直
九
百
四
十
六
世
帯
、
東
山
匝
七
百
八
十
世
帯
、
左
京
匡
七
百

五
世
帯
、
中
京
匝
五
百
二
十
七
世
帯
、
右
京
匝
四
百
三
十
一
世
帯
で
あ
っ
て
合
計
八
千
四
十
六
世
帯
と
な
る
。
こ

の
世
帯
主
八
千
四
十
六
人
の
中
で
農
業
三
百
四
十
人
(
其
中
で
農
作
百
七
十
六
人
・
日
傭
百
十
三
人
・
山
稼
九
人
)
、

水
産
業
一
入
、
錆
業
二
十
一
人
、
工
業
四
千
三
十
一
人
(
其
中
で
賃
織
業
七
百
八
十
九
人
、
土
木
人
夫
五
百
五
十

九
人
、
建
築
手
侍
三
百
三
十
人
、
履
物
業
二
百
八
十
九
人
、
友
鵡
工
二
百
二
十
九
人
、
織
物
工
場
職
工
百
四
十

人
)
、
商
業
千
二
百
五
十
四
人
(
其
の
中
で
青
物
行
商
百
入
、
紙
屑
仲
買
百
五
十
五
入
、
古
物
行
商
七
十
四
人
、
生

魚
行
商
百
二
十
九
人
三
交
通
業
四
百
三
十
六
人
(
実
の
中
で
仲
仕
百
五
十
三
人
、
人
力
車
夫
九
十
九
人
、
馬
力
鞠

g 

京都府E事務部社舎課，金額生活者に閥ナる調査



4
L
U
J
q
弘
三
ル
応
私
守
唯
一
憎
ペ
J
d
v

三
十
人
)
、
益
務
自
由
業
二
百
十
八
人
(
其
の
中
で
巡
鵡
四
十
一
入
、
按
摩
六
十
七
人
、
避
婆
稼
人
二
十
四
人
ス
家

事
使
用
人
百
九
十
四
人
(
其
の
中
で
家
事
手
侍
百
四
入
、
小
使
五
十
五
入
、
子
守
十
六
人
)
、
業
他
の
有
業
者
五
百

九
十
三
人
(
某
の
中
で
日
稼
四
百
十
八
人
、
小
使
五
十
五
人
、
掃
除
夫
十
六
人
)
、
不
詳
四
百
八
十
人
と
云
ふ
職
業

別
分
課
を
示
し
て
ゐ
る
。
東
京
に
於
け
る
前
堪
の
調
査
が
慶
汎
に
わ
た
れ
る
に
封
し
本
調
査
は
方
面
カ
ー
ド
第
二

揮
に
準
十
る
世
帯
(
一
ヶ
月
生
活
聾
四
十
五
回
以
下
の
世
帯
)
と
云
ふ
特
定
し
た
小
額
所
得
者
に
限
っ
て
ゐ
る
快
賭

は
あ
る
が
.
京
都
市
部
に
於
け
る
京
都
府
方
面
委
員
が
各
国
聯
合
に
つ
き
責
任

bdE
っ
て
網
羅
的
に
調
査
し
た
意

味
に
於
て
は
東
京
の
調
査
に
優
っ
て
ゐ
る
。
各
世
帯
の
牧
入
内
界
含
見
る
み
し
殆
ん

E
勤
勢
収
入
で
あ
っ
て
救
護
金
、

仕
誌
金
、
立
(
他
の
収
人
あ
る
陛
帯
数
は
僅
か
に
二
千
十
四
世
帯
即
ち
綿
世
帯
の
四
分
の
一
に
議
ぎ
な
い
。
小
額
所

持
者
約
一
世
耕
離
を
劃
勢
収
λ
の
大
小
に
膳
じ
て
整
理
す
る
と
、
次
の
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。

lー寝苦|
i匹市制lむる割

合(%)

勤労牧入額

4.461 359 5園未満

7.38 594 5回以上8園未満

7，22; 58] B園以上11図表溺

品目401135 11園以上14困求満

9601 11.931 14園以上17周未満

福
地
枕
鈷
以
下
の
小
額
所
得
者

8891 11.05 17園以上20園求満

8.00 

9811 12.19 

1144 20園以上23園示満

23園以上26固未満

126回以上29固未満 4651 3741 

9.26 753 29回以上包囲未満

3.821 307 32国以上35図表満

3.28 

2.701 

264 

218 

35園以上38同未満

38園以上41困未満

41園以上44困未満 0.98 

0.93 

79 

77 44園以上47圏未満

47園以上初回未満! 0.17 ]4 

0.10 8 50回以上53園未満

0.051 

0.16 

0.11 

8，0461100.0 

4 

9 

]3 

53園以ヒ56園未満

詳

言1・

56園以上

不

合

二
五
七



免
税
勤
以
下
の
小
額
所
得
者

二
五
八

4

京
都
市
に
於
け
る
所
得
税
免
税
賠
以
下
の
小
額
所
得
者
の
総
数
は
此
等
の
数
字
よ
ち
も
大
な
る
敷
字
を
示
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
敷
字
に
よ
り
京
都
市
に
於
け
る
小
額
所
得
者
の
事
情
を
大
韓
明
か
に
す
る
事
が
出
来

に
の
で
あ
る

a

向
、
京
都
市
に
於
け
る
此
の
種
の
調
査
・
と
し
て
は
、
京
都
市
投
所
一
枇
曾
課
の
「
貧
困
者
に
闘
す
る

調
査
」

E
「
京
都
市
に
於
け
る
失
業
者
生
活
版
態
調
査
」
止
を
奉
げ
る
事
が
出
来
る
が
、
補
者
何
れ
も
問
題
が
齢
り

に
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
之
を
省
略
し
た
の
で
み
る
。

大
都
倉
い
い
於
り
る
ル
制
所
特
講
の
研
究
は
、
戸
敷
割
統
計
に
よ
る
一
帯
川
出
来
ゎ
、
又
凶
税
控
業
収
盛
税
統
計
及
び

道
府
牒
枕
管
業
税
統
計
の
み
に
よ
る
事
が
出
来
十
、
従
っ
て
特
別
な
る
統
計
的
調
査
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
目
的
の
潟
め
に
は
、
上
通
の
東
京
市
及
び
京
都
市
の
調
査
は
有
盆
な
る
試
み
で
あ
る

L
云
ふ
事
が
出
来
る
。

第
四

山

m
額
所
得
者
の
聾
韓

以
上
の
如
く
、
我
国
仁
於
け
る
小
額
所
得
者
の
事
情
を
、
中
小
都
舎
に
つ
い
て
は
戸
数
割
統
計
に
よ
り
、
大
都

舎
に
つ
い
て
は
各
種
の
資
料
に
よ
り
之
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
つ
に
。

小
額
所
得
な
る
も
の
は
、
箇
々
の
所
得
者
に
つ
き
観
察
す
れ
ば
其
の
金
額
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
所
得

者
の
敷
多
き
が
故
に
会
睦
と
し
て
捕
捉
す
る
時
に
は
圃
民
所
得
の
重
要
な
る
部
分
を
占
め
、
か
の
高
額
所
得
を
凌

駕
す
る
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
国
税
地
方
柱
の
租
税
睦
系
を
立
つ
る
に
営
っ
て
も
高
額
所
得
よ
り
も
寧
ろ

小
額
所
得
を
如
何
に
取
扱
ふ
か
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
恰
も
少
数
富
豪
の
需
要
す
る
費
漆
日
間
よ
り
も
寧
ろ

T 
S 

1
5
t
F
s
a富
者
轟
業
す



大
衆
の
購
買
す
る
生
活
必
需
品
が
財
界
に
大
な
る
影
響
を
輿
ふ
る

E
同
様
で
あ
る
@
所
得
税
の
兎
税
結
以
下
の
小

額
勤
勢
所
得
者
は
、
大
都
曾
に
於
て
は
何
等
の
直
接
税
を
負
捲
せ
.
ざ
る
に
拘
ら
中
、
其
他
の
地
方
に
於
て
は
比
較

的
重
き
戸
数
割
を
負
携
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
大
都
合
と
云
は
や
其
他
の
地
方
と
云
は
中
、
間
接
消
費
税

に
至
つ
て
は
凡
て
の
小
額
所
得
者
が
之
を
免
れ
る
事
の
出
来
な
い
・
も
の
で
あ
る
。
而
も
各
人
の
負
携
す
る
租
税
額

か
は
も
全
惜
・
と
じ
て
考
へ
る
時
に
は
或
一
定
額
の
所
得
を
限
度
と
し
て
.
其
の
限
度
以
上
の
所
有
者
に
は
累
進
が
行
は

れ
る
が
、
業
の
限
度
迄
は
所
得
が
小
額
な
れ
ば
な
る
程
重
く
租
税
を
負
携
す
る
事
に
な
り
所
謂
「
逆
進
」
の
朕
態
を

示
す
の
で
あ
る
ぜ
要
す
る
に
弛
粧
馳
以
土
の
尚
額
所
持
者
に
持
し
て
は
精
細
な
る
枕
絡
が
可
な
り
行
届
い
て
れ
ば

れ

F
Q石
に
拘
ら
や
、
地
税
黙
以
下
の
小
網
所
特
者
mw
負
斡
r
ト
劉

l
γ
は
慰
働
怖
と
組
側
問
主
mu
範
囲
を
出
づ
る
事
ル
/

き
の
有
様
で
あ
る
。
こ
の
見
積
鈷
以
下
の
小
額
所
得
者
の
贋
き
分
野
こ
そ
、
軍
に
財
政
問
題
左
し
て
の
み
な
ら
十

世
舎
問
題
と
し
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

免
税
酷
下
の
一
小
額
所
持
者
の
範
囲
は
法
律
の
改
正
に
よ
り
物
債
の
盤
動
に
伴
ぴ
常
に
盤
勤
し
て
止
ま
な
い
も
の

で
あ
る
。
か
〉
る
小
額
所
得
に
重
〈
課
す
る
事
は
凡
て
の
租
税
原
則
の
許
3
な
い
所
で
あ
る
が
、
然
し
此
等
の
所

得
を
全
然
逸
し
去
っ
て
仕
舞
っ
て
は
財
政
生
活
は
成
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
小
額
所
得
者
の
所
得
を
通
常
な
る

方
式
に
基
き
如
何
に
捕
捉
す
べ
き
か
、
而
し
て
高
額
所
得
者
と
小
額
所
得
者
と
の
負
躍
の
釣
合
を
如
何
に
し
て
保

つ
べ
き
か
。
税
制
整
理
の
重
心
は
正
し
く
此
勤
に
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(
内
務
省
地
方
局
の
大
村
請
一
氏
に
負
中
所
大
で
あ
る
。
謝
意
を
表
す
)

兎
枕
勤
以
下
の
小
額
所
得
者
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内閣統計局:所得とf宵費拡負櫓との関係
大内教授，所得と油、費税負婚主の関係(11本統計宰曾年報第二年)
拙稿，企業と租税負携【本誌第三十七巻沼間競)

5) 


